
東浅川小学校 第六中学校 宮上中学校 陶鎔小学校 浅川小学校 元八王子中学校 城山中学校

目
標
等

・地域の人々の豊かな経験
や知識を活用し、学びの場
を広げ、一人ひとりが生き
生きと学ぶことができる学
校づくり。

・学校経営計画に基づく経
営への支援。
・学校経営計画の諸方策へ
の支援。
・学校関係者評価の適切な
実施。

・生徒の心を育む企画及び
提案。
・運営協議会の６年間の総
括と今後の方向性。
・多摩ニュータウン地域運
営学校との連携。

・少人数指導、家庭学習等
による基礎学力の定着。
・図書室の環境整備。

・学校と保護者、地域が手
をつなぎ合い、心豊かで、
地域を愛し、地域に生きる
子どもの育成。

・生徒、保護者、教職員と
の意思疎通。
・生徒の学力向上。

・安定した学校運営の継
続。

活
動
内
容

・地域参画型の体験的活動
である「夏楽校」の実施。
・学習ボランティア育成計
画の作成。

・年４回の学校評議員を含
む拡大学校運営協議会の実
施。
・学校評議員との合同研修
会実施。
・地域総合防災訓練の運
営。
・地域向け説明会の開催。

・宮上中学校区による合同
学校運営協議会を開催。
・修学旅行及び卒業アルバ
ムの業者選定。
・長野県両小野学園への視
察及び同校からの視察受け
入れ。

・学校行事の運営について
の協議。
・クリーン大作戦の実施。
・ＰＴＡと連携した挨拶運
動。
・どんぐり山の橋の修復工
事。

・浅川中学校と合同の「あ
いさつ運動」を年３回実
施。
・ＰＴＡと合同の広報誌
「月刊あさっこ」を発行。
・日本語検定２回実施。
・「いちょうまつり」への
出店。

・学習支援、検定サポート
の実施。
・学校運営協議会だよりの
作成、ホームページへの議
事録の掲載。
・生徒会、保護者、教職員
との交流会の実施。

・学校要覧の編集支援。
・「学校運営協議会だよ
り」の発行。
・吹奏楽部のコンサート支
援。

効
　
果

・学力向上への取り組みを
行うことができた。
・地域参画型授業や「夏楽
校」等の活動を通し、子ど
もたちの郷土愛が深まっ
た。

・教職員が積極的になり、
提案する事案が増加した。
・教職員の学校運営協議会
への参加率が増加するなど
意識の向上。
・地域総合防災訓練への参
加による、生徒の学校運営
協議会への理解の深まり。

・青少対との連携強化。
・教職員の地域防災活動へ
の参加など、協働意識の向
上。
・教職員とＰＴＡ学習支援
部と連携して英検、数検、
漢検を実施するなど学力向
上に向けた取り組み。
・英検、漢検の実施による
生徒の学習意欲の向上。

・人材発掘による学校との
パイプ役としての役割の定
着。
・学校評価や校内研究への
協力体制が構築された。
・学習支援による子どもた
ちの学習意欲の向上。

・「浅小応援ボランティ
ア」活動の活発化による教
育活動への支援増加と人間
関係の深まり向上。
・子どもたちが「いちょう
まつり」に参加し、協働意
識が向上した。

・学習支援、検定サポート
により、生徒の学習意欲の
向上。

・地域防災訓練に生徒が参
加したことで、身近で頼り
になる学校である意識の向
上。
・生徒の問題行動を未然に
防止するための生活指導担
当職員と連携向上。
・地域合同防災訓練への参
加により、生徒が地域のこ
とを考えられるようになっ
てきた。
・３年生全員が救命技能認
定証を取得し、防災意識が
向上した。

課
　
題

・ニーズに適したボラン
ティアの育成。

・学校運営協議会の限られ
た時間内での効率的な審
議。

・英検及び漢検の今後の行
い方。

・学校の教育活動の中に地
域の教育力を生かす。
・第三者評価の実施。

・浅川中学校との連携強
化。

・人材の発掘及び育成。
・学習支援ボランティアの
拡充。

・不登校生徒への対応。

今
後
の
取
組

・学習ボランティアに対す
る研修。
・ボランティアの育成方法
の検討。

・第３回地域総合防災訓練
の実施。

・熟議による意見交換。
・文部科学省主催の研修へ
の参加と近接地視察。
・多摩ニュータウン地区学
校運営協議会との連携。

・地域防災体制の整備。 ・浅川中学校と合同の学校
運営協議会の実施。

・協議会委員や支援ボラン
ティアの発掘、確保。
・本校卒業の大学生や社会
人への協力要請。

・地域人材の発掘。

平成２０年度指定平成１９年度指定

八王子市立学校に設置する学校運営協議会の運営状況について

指
定



椚田小学校 中山小学校 宮上小学校 下柚木小学校 第一中学校 陵南中学校

目
標
等

・地域、保護者、教職員が
連携し合い、一緒に子ども
を育てる。

・学校と地域が子どもを
「共に育てる」という理念
をもつ教育活動の充実。
・保護者や地域住民が学校
教育に参加、参画できる
オープンな学校。

・保護者や地域住民のニー
ズを学校経営に反映させ、
地域の中の学校として位置
付ける。
・「小中一貫教育」を推進
し、学校活性化の効果を目
指す。

・いじめ０を目指して。 ・学校評価システムの確
立。
・防災教育等を通した保護
者及び地域との連携の強
化。

・学校、家庭、地域が一体
となった学校教育の実現。
・地域人材の積極的活用。

活
動
内
容

・広報活動の実施。（椚小
コミュニティの発行）
・全体会、分科会の開催。
・コミュニテイ・フアンド
の立ち上げ。
・学校運営協議会主催の防
災訓練の実施。

・地域ボランティア団体に
よる学校支援。
・「学校キャンプ（避難所
体験)」を夏季休業中に実
施。

・学校評価の結果の改善策
協議。
・小中一貫を見据え宮上中
学校区合同で協議会を開
催。

・ＰＴＡ活動の改革支援。
・学校の課題に対する熟議
の実施。

・学校運営協議会委員が授
業や教育活動を視察。
・「第一中学校関連団体連
絡協議会」の立ち上げ。

・地域理解と学校運営協議
会委員との交流の場とし
て、教員とともに学区域を
歩き地域理解を深めた。
・漢検、英検を実施した。
・学校教育活動への支援協
力及び不登校生徒の支援。
・地域各種団体との連携強
化に努めた。

効
　
果

・お年寄りとの交流を通し
て地域のお年寄りが好きな
子どもたちが増加した。

・地域の子どもを「共に育
てる」という意識が高まっ
た。
・オープンな学校としての
認識が地域に広まった。
・高学年の児童を中心に地
域に貢献しようという雰囲
気が見られるようになっ
た。

・学校改善の話し合いを重
ねることで保護者の信頼が
向上した。
・教職員が地域行事に参加
することで地域との連携が
強化された。
・「つぶやき通信」を通じ
て児童の声を拾い上げ、心
の交流が図られた。

・特別支援教育プロジェク
ト「ちょこサポｉｎ下柚
木」への参加者が増加し、
一体感が生まれた。
・「ＴＯＭＯ共育ＨＵＧ」
活動で児童の声を拾い上
げ、心の交流が図られた。
・登校の見守りにより子ど
もの安心安全が向上した。

・教職員の授業改善に向け
た取り組みが進展した。
・「家庭学習の手引き」を
発行したことで、家庭学習
が定着した。

・地区懇談会を地域と合同
で実施し協力意識が高まっ
た。
・教職員の「地域」への関
心が深まった。
・漢検や英検を実施し、生
徒の学習意欲が向上した。

課
　
題

・学校運営協議会の活動の
学校カリキュラムへの組み
入れ。

・子どものためになる教育
活動の展開及び組織の拡
充。

・管理組合以外の地域の自
治体的な組織がないため、
児童に関わる活動が行われ
ていないこと。

・委員の資質向上及び在り
方の検討。

・精度の高い学校関係者評
価の体制づくり。
・地域が連携した防災体制
の確立。

・指導に活用するための地
域の声を把握。

今
後
の
取
組

・中学校区による学校運営
協議会実施。

・学習支援者や組織のリス
トを作成し、人材バンクの
充実を図る。

・特別支援教育に対する支
援体制の充実。

・ＰＴＡ活動の支援。 ・学校評価の具体的な進め
方についての理解と啓発。
・「第一中学校関連団体連
絡協議会」の効率的運用。
・「一中の防災について考
える会」の設置。
・自習教室の支援。

・会合毎にテーマを設けて
熟議の場を設定。
・「地域交流の部屋」の充
実とＰＲのための組織の立
ち上げ。
・地域の各諸団体との防災
訓練の実施。

指
定

平成２１年度指定



第七小学校 館小・中学校 加住小・中学校 愛宕小学校 浅川中学校 松木中学校

目
標
等

・地域の人材を生かした教
育活動の推進。
・安全安心な教育環境づく
り。
・学校評価の充実。

・学校と地域の連携をより
強くする。
・学校と地域が導標とすべ
く「校訓」を制定する。

・地域運営学校を基盤とし
た小中一貫校として、９年
間を通した教育の推進。
・特色ある取組を、学校、
保護者、地域の連携の中で
推進していく。

・教育充実のため支援。
・地域団体と緊密に連携を
図る。
・子どもたちの健全育成。
・震災時の学校の役割を検
討。

・学校運営協議会の活動の
土台づくり。
・学校支援活動の充実。
・学校評価アンケートの結
果、意見を反映した学校改
善の取組。

・地域や保護者が責任を
持って学校教育に参画し、
学校支援を行っていく教育
基盤づくりの推進。
・地域と連携した防災対
策。

活
動
内
容

・学校公開や行事への参
加。
・道徳授業地区公開講座、
セーフティ教室への参加。
・環境整備（学校美化活動
への参加）

・地域のボランティア等の
人材育成。
・校訓の制定。

・学力向上、スクール
ファームの取組を地域と連
携して実施。
・災害発生時要綱作成委員
会の設置。

・学校コーディネーターを
中心とした学校支援。
・漢検の実施。
・防災訓練の実施。

・学校アンケート、授業評
価の実施。
・学校運営協議会だより等
広報活動の充実。
・漢検等の学習支援実施。

・地域合同避難訓練及び地
域祭り「浄瑠璃祭り」の実
施。
・全教職員との面談を実
施。
・中学校区合同視察実施
（宮城県教育委員会等）

効
　
果

・道徳授業地区公開講座や
セーフティ教室の意見交換
会に学校運営協議会委員が
参加し、子育て支援の輪が
拡大した。
・教職員の地域行事への参
加が増加し、地域との連携
が強化された。
・子どもたちへのあいさつ
の励行などにより基本的な
生活習慣が定着した。

・小学部と中学部の連携が
強化され、子どもたちの交
流が深まった。

・地域防災体制の構築によ
り地域と学校の連携が強化
され、地域住民の学校を支
える雰囲気が増加した。
・全教員が共通認識を持っ
ての授業づくりが行われ
た。
・スクールファームを中心
として人の輪が拡大し、地
域の一員としての意識が子
どもたちに広がった。

・保護者と地域が連携して
子どもを育てることの重要
性が再認識された。
・保護者や地域のボラン
ティアによる授業補助、読
み聞かせ、漢検などの学習
支援により、子どもたちの
学習への興味関心が高まっ
た。

・「あさかわ支援の会」と
協働して、ボランティア活
動を実施し、協働した活動
が展開できた。
・学校アンケートの結果を
教職員と学校運営協議会委
員でまとめ、改善に向け協
力して取り組んだ。
・「あさかわ支援の会」に
よる教育環境の改善によ
り、生徒の学習意欲が向上
した。

・地域防災会議を毎月１回
実施し、防災という視点か
ら地域との協力体制を構築
した。
・「浄瑠璃祭り」を通し
て、地域とのつながりが深
まった。
・地域運営学校の教員とし
ての意識が向上した。
・教育課題分科会を設定
し、新たな視点を取り入れ
た授業を展開できた。
・生徒達が「浄瑠璃祭り」
にボランティアとして参加
するなど、地域の諸活動に
積極的に関わりを持つこと
ができた。

課
　
題

・地域の人材発掘。 ・地域と協力した防災体制
の確立。

・学校運営協議会の意見を
学校教育活動へ反映。

・更なる保護者や地域の参
画意識の向上。
・学校、保護者、地域住民
と共に子どもたちを育てて
いくという主体的な参画意
識の高揚。

・学校支援活動の充実。
・広報活動の充実。
・小中学校区が連携した活
動。

・松木地区学校運営協議会
の活動を活性化すること。
・ＰＴＡ活動の充実のため
の支援。
・多摩ニュータウン地区の
学校運営協議会との連携。

今
後
の
取
組

・分科会の設置及び活動の
充実。
・人材バンクコーディネー
タの有効活用。
・子育てに対する悩みや不
安等の解消につながるネッ
トワークづくり。

・夏休みの防災訓練実施。 ・支援コーディネーターの
ネットワークの構築。

・活動に参画できる機会の
確保。
・漢検の実施。
・創立２０周年記念「あた
ごＣａｍｐ２０」を企画実
施。

・「あさかわ支援の会」の
自主運営。
・学校運営協議会だよりや
ホームページの自主運営。
・小中学校区の学校運営協
議会の交流。

・生徒の学びや体験活動の
推進。
・松木地区学校運営協議会
としての活動目標を設定。

平成２２年度指定
指
定



長房小学校
南大沢小・中学校
柏木小学校

松木小学校 長池小学校

目
標
等

・先進校視察等により情報
収集と分析、活用を図る。
・農作業体験や園芸活動等
の体験活動の導入。
・夏休み学習サポーター制
度導入。
・地域への広報活動。

・地域教育力の向上。
・特別支援教育の周知、地
域の体制づくり。

・地域、保護者が責任を
もって学校教育に参画し、
学校支援を行っていくため
の教育基盤づくりの推進。
・地域連携の強化。
・地域防災組織の構築。

・地域の実態に即した学校
運営協議会のあり方。
・地域防災組織の構築。
・地域連携の強化。

活
動
内
容

・京都市立新町小学校を視
察。
・様々なボランティアの活
用による学校支援。
・広報誌「山椒」を年間５
号発行。
・長房ファームの運用。
・「端午祭り」「いちょう
祭り」「夏祭り」に参加。

・「おはようコミュニケー
ションデー」「しゃべって
みよう」の実施。
・「コミュニティ・スクー
ル通信」（地域カレン
ダー）の作成。
・地域諸団体との交流。

・地域防災組織を構築する
ため、宮城県女川町を視
察。
・「地域祭り」の実施。

・中学校区連携のための組
織構築の研究。
・地域防災組織を構築する
ため、宮城県女川町を視
察。
・「地域祭り」の実施。

効
　
果

・「学校だより」や運営委
員会だより「山椒」を通じ
て活動内容を周知すること
により、学校への支援者が
増加した。
・学校の年間計画の作成に
あたり、地域運営学校の活
動を加味するようになっ
た。
・子どもたちが農業体験を
し、生命や健康の尊さを考
えるようになった。
・農業体験やもちつき大会
により地域等との関わりが
向上した。

・地域へ積極的に広報活動
を行い、活動内容の理解が
向上した。
・中学校区の教員間の連携
意識が向上した。
・「おはようコミュニケー
ションデー」活動等によ
り、保護者や地域とふれあ
う機会が増え、子どもたち
の安心安全が向上した。

・「地域祭り」の実施や防
災組織の立ち上げなど、地
域コミュニティの核とな
り、地域の信頼度が増加し
た。
・地域運営学校の教員とし
ての意識が向上し、学校運
営協議会の活動を意識する
ようになった。
・子どもたちが「地域祭
り」に参加し地域への関わ
りが向上した。
・学習支援による子どもた
ちの学習意欲が向上した。

・中学校区合同による新し
い地域コミュニティが確立
され、地域連携が拡大され
た。
・教職員へ地域運営学校の
制度が浸透し、活動に協力
するための教職員同士の連
携が深まった。
・子どもたちが「地域祭
り」に参加し、地域への関
わりが向上した。
・「放課後子ども教室」や
「サタデースクール」で、
子どもたちの学習意欲が向
上した。

課
　
題

・学校の年間計画と学校運
営協議会の年間活動計画と
の調整。
・学校ボランティアとサ
ポーター等の人材確保と活
用方法の研究。

・地域の学校に対する関心
が低い。
・地域及び教職員の「学校
運営協議会」に対する理解
不足。

・ＰＴＡ活動の支援。
・学校運営協議会を効率よ
く運営させるための事務局
運営。

・学校運営協議会の効率よ
く運営させるための事務局
運営。
・事務局の強化。
・新しい地域人材の発掘。

今
後
の
取
組

・長房ファームでの農業体
験を食育の学習として取り
入れた年間計画。
・農作業や園芸活動等、体
験活動の充実。
・地域への広報活動の充
実。

・小中一貫教育の充実。
・広報活動の充実。
・活動の定着と地域への普
及。
・地域の中での教育活動の
充実。

・地域防災組織の構築。
・事務局組織の充実及び円
滑な運営。
・多摩ニュータウン地区の
学校運営協議会との連携。

・地域防災組織の拡大。
・事務局組織の充実及び円
滑な運営。
・新しい課題を追求できる
組織構築。
・防災組織のリーダー育
成。

平成２３年度指定
指
定



横山第一小学校 上川口小学校 恩方中学校 由木中学校

目
標
等

・学校運営協議会を中心と
した連携協力体制の構築及
び活動の企画実施。
・児童の課題及び教育活動
について共通理解を図る。
・情報交換や意見交換の活
性化。

・学校運営の共通理解。
・保護者や地域への周知。
・組織基盤づくり。

・「地域と共に歩む学校」
づくり。

・児童及び保護者から選択
される学校を目指すこと。
・学校改善を組織的、計画
的に進めるための方針の策
定。

活
動
内
容

・漢検の実施。
・放課後子ども教室の発展
と充実に向けた協議。
・地域運営学校便り「横一
スク★コミュニ」の発行
（７回発行）

・帝京八王子高校施設見
学。
・上川地区防災検討委員会
の立ち上げ。
・防災研修の実施。

・学習支援ボランティアの
立ち上げ。

・授業力向上のための適切
な提言。
・平成２６年度実施の修学
旅行等の取扱業者選定。
・教員の学習指導と評価。

効
　
果

・様々なイベント等の実施
について保護者の期待感が
向上した。
・教職員によるイベント企
画に参加者が増え、地域と
の新たな関わりが生み出さ
れた。
・漢検の実施により、子ど
もたちの学習意欲が向上し
た。

・地域防災計画を協働して
検討し、連携意識が向上し
た。
・地域の行事に参加する教
員が増加し、連帯意識が向
上した。
・地域の協力によるサマー
スクール等、学習支援によ
り子どもたちの学習意欲向
上が図られた。

・学校が情報発信に努めた
ことにより、地域が学校活
動を意識するようになっ
た。
・教職員が地域と一体化す
ることの重要性を認識し
た。
・地域に見守られているこ
との認識が向上し、生徒の
安心安全が向上した。

・ＰＴＡ運営委員会等で随
時、状況を報告したこと
で、活動についての理解が
向上した。
・教職員が保護者や地域の
教育活動への支援を認識す
るようになった。
・教員の意識変化から、生
徒の学習意識が高揚し、家
庭学習が定着した。

課
　
題

・３つの柱（学力・体力・
イベント）の実働組織の構
築と活動の充実。
・教職員の参画意識の高
揚。
・地域人材の発掘と活用。
・保護者、地域への周知。

・広報活動の充実。
・地域運営学校の役割と機
能の周知。

・学校のニーズと、地域の
協力の方向性のズレの修
正。

・保護者及び地域住民と学
校との連携。

今
後
の
取
組

・３つの柱の充実に向けた
具体的活動の企画、実施。
・人材の発掘と実働組織体
制の構築。
・周知向上手段の開拓。
・放課後子ども教室の活動
を充実。

・活動内容の情報発信。
・地域と連携した児童の健
全育成。
・地域防災訓練の実施。
・学校支援活動の実践。
・学校と一体化した組織運
営。

・複数回の分科会の実施。
・「地域と共に歩む学校」
のより一層の定着。

・授業見学や教職員との懇
談等を実施し、教育活動の
現状や課題を把握。
・保護者と学校との連携。
・近隣小学校への情報提供
と連携。

指
定

平成２４年度指定


